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(1) 
江
戸
時
代
の
妻
の
氏
は
夫
婦
別
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
夫
婦
別
氏
は
こ
の
期
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
従
前
か
ら
の
制
度
的
慣

習
で
あ
っ
た
が
、
何
故
に
妻
の
氏
は
夫
・
夫
家
の
氏
と
異
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
の
妻
の
氏
に
つ
い
て
の
考
察
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
た
研
究
に
、
熊
谷
開
作
論
文
「
江
戸
時
代
の
『
家
』

の
氏
と
妻
の
氏
」
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(
2
)
 

や
大
藤
修
論
文
「
妻
の
姓
の
問
題
|
|
夫
婦
別
姓
説
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
が
あ
る
が
、
そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
に
あ
る
。
多
く
は

(

3

)

(

4

)

 

明
治
以
後
の
妻
の
氏
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
か
、
ま
た
は
概
説
書
の
な
か
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
先
学
に
よ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
身
分
階
級
制
社
会
で
あ
っ
た
の
で
、
氏
自
体
に
も
階
級
的
性
格
が
あ
っ

た
。
氏
H
苗
字
は
、
原
則
と
し
て
、
支
配
階
級
で
あ
っ
た
武
士
の
も
の
で
あ
り
、
武
士
身
分
の
特
権
と
武
士
の
「
家
」
を
表
象
す
る
も
の

で
あ
っ
た
(
氏
の
身
分
特
権
性
と
家
名
性
)
。

家
禄
を
う
け
た
武
士
の
「
家
」
を
継
ぎ
公
儀
を
勤
め
る
の
は
男
子
で
あ
っ
た
。
女
子
は
公
的
な
役
儀
に
就
け
ず
、

し
た
が
っ
て
武
士
の

「
家
」
を
継
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
武
士
の
世
界
は
男
子
の
世
界
で
あ
っ
て
、

そ
の
男
子
を
生
む
の
は
「
女
の
腹
」
で
あ
り
、
こ
こ

に
女
性
の
存
在
意
義
が
あ
っ
た
。
嫁
入
り
し
た
妻
は
他
{
永
か
ら
入
家
し
て
き
た
余
所
者
で
あ
り
、
異
分
子
的
存
在
で
あ
っ
た
(
こ
の
意
味
に

(5) 

お
い
て
、
妻
を
除
く
狭
義
の
家
族
概
念
が
当
て
は
ま
る
)
。

妻
は
生
家
の
氏
を
名
乗
り
、
夫
・
夫
家
の
氏
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
妻
の
氏
は
夫
婦
別
氏
で
あ
り
、
妻
の
氏
に
つ
い
て
の
諸
法
令
は
な

(6) 

く
、
慣
習
法
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
子
を
生
む
「
女
の
腹
」
は
大
切
で
あ
り
、

一
妻
多
妾
(
本
稿
で
い
う
妻
に
は
妾
が
含
ま
れ
て
い
る
)
で

あ
れ
ば
、
子
を
生
む
腹
に
格
差
を
つ
け
る
こ
と
は
当
然
で
、
腹
の
出
所
を
示
す
氏
(
生
家
の
氏
)
は
武
士
の
「
家
」
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
。

妻
が
生
家
の
氏
を
称
す
る
と
い
う
夫
婦
別
氏
は
、
妻
の
血
統
U
出
白
の
「
家
」

-
由
緒
を
表
す
た
め
で
あ
っ
て
、
決
し
て
妻
の
個
人
と
し
(7) 

て
の
人
格
・
独
立
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
妻
の
夫
・
夫
家
へ
の
従
属
的
地
位
・
劣
位
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

百
姓
町
人
等
の
庶
民
の
氏
U
苗
字
は
、
特
別
に
許
可
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、

そ
の
公
称
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
庶
民
の
氏
に
は
、
①

特
別
に
公
称
を
許
さ
れ
た
公
的
存
在
で
あ
る
氏
と
、
②
勝
手
に
私
称
し
て
い
る
氏
が
あ
っ
た
。
こ
の
い
ず
れ
に
あ
っ
て
も
妻
の
氏
は
別
氏

で
あ
っ
た
が
、
公
儀
・
公
務
に
関
わ
り
が
な
か
っ
た
妻
に
と
っ
て
氏
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
名
さ
え
婚
姻
す
れ
ば
単
に
「
女

一
一
房
」
と
宗
旨
人
別
帳
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
妻
に
あ
っ
て
は
「

O
O女
房
ム
ム
」
「
O
O内
儀
ム
ム
」
の
表
示
で
十
分
で
あ
っ
た
と



も
い
、
え
よ
う
。

(2) 
本
稿
は
、
江
戸
時
代
の
夫
婦
の
氏
が
夫
婦
別
氏
で
あ
っ
た
実
態
と
そ
の
意
義
と
機
能
を
、
主
と
し
て
、
氏
承
継
の
原
理
、
妻
の

父
子
関
係
、
妻
の
夫
家
で
の
地
位
な
ど
と
の
関
連
で
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
氏
は
、
古
代
律
令
制
に
基
づ
く
氏
・
姓
で
は
な
く
、
氏
集
団
の
中
か
ら
形
成
さ
れ
た
名
字
、
そ
し
て
後
に
苗
字
と

(8) 

い
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
氏
を
苗
字
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(3) 
本
稿
は
ま
こ
と
に
小
論
で
あ
る
が
、
牧
英
正
先
生
の
御
退
職
記
念
日
す
に
執
筆
の
機
会
を
項
け
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

本
稿
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
前
掲
の
大
藤
論
文
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
妻
の
氏
|
|
夫
婦
別
氏
|
|

( 

ー
) 

夫
婦
別
氏
の
実
態

(
1
)
 
江
戸
時
代
の
女
性
は
婚
姻
に
よ
っ
て
夫
家
に
入
家
し
妻
と
な
っ
た
。
氏
を
称
す
る
身
分
階
層
で
は
、
妻
は
生
家
の
氏
を
捨
て
ず
、

(

9

)

(

日
山
)

い
わ
ゆ
る
夫
婦
別
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
①
文
書
、
②
系
図
、
③
墓
碑
な
ど
に
記
さ
れ
た
名

夫
・
夫
家
の
氏
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

前
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。

69一一江戸時代の妻の氏

①
文
書

妻
の
名
が
文
書
に
4

青
か
れ
る
と
き
は
、
「

O
O室
ム
ム
」
「

O
O女一一房
A
ム
」
の
よ
う
に
夫
と
の
関
係
で
一
不
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

し
か
し
、
位
記
な
ど
で
は
、
夫
の
氏
・
犬
家
の
氏
で
は
な
く
、
生
家
(
養
女
の
場
合
は
養
家
)
の
父
の
氏
が
使
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

(

日

)

(

ロ

)

「
氏
な
く
し
て
玉
輿
に
乗
る
」
の
例
と
い
わ
れ
た
桂
昌
院
の
場
合
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
桂
昌
院
は
家
光
の
側
室
で
、
綱
吉
の
生
母
で

あ
る
。
京
都
の
八
百
屋
仁
右
衛
門
の
娘
で
、
名
を
は
じ
め
は
「
た
ま
」
と
い
っ
た
(
後
に
光
子
、
宗
子
、
側
室
に
な
っ
て
か
ら
秋
野
、
お
玉
の
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方
)
。
後
家
と
な
っ
た
母
は
二
条
関
白
光
平
の
家
司
本
庄
太
兵
衛
宗
利
の
家
に
奉
公
し
た
が
、
後
に
宗
利
の
後
妻
に
お
さ
ま
っ
た
。
(
日
)

連
れ
子
で
あ
っ
た
「
た
ま
」
は
、
関
白
鷹
司
信
房
の
娘
が
家
光
と
婚
姻
す
る
と
き
に
、
随
伴
し
て
江
戸
城
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後

に
家
光
の
側
室
と
な
り
、
綱
吉
を
生
ん
だ
。
格
式
を
高
め
る
た
め
に
、
光
子
は
前
述
の
本
庄
家
(
本
氏
は
藤
原
)
の
養
女
と
な
っ
た
。
元
禄

一
五
年
(
一
七
O
二
)
二
月
一
四
日
に
従
一
位
を
叙
位
さ
れ
た
と
き
の
位
記
に
は
、
徳
川
の
本
氏
で
あ
る
源
で
は
な
く
、
養
父
の
本
氏
藤
原

(M) 

を
用
い
「
藤
原
朝
臣
光
子
」
(
写
真
ご
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
文
書
で
は
な
い
が
、
永
代
常
灯
篭
の
銘
文
(
法
隆
寺
、
元
禄
七
年
)
に

(
日
}

「
母
儀
桂
昌
院
本
庄
氏
」
(
写
真
ニ
)
と
養
父
の
苗
字
本
庄
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

②
系
図

系
図
に
妻
は
「
妻
は

O
O
が
女
」
と
書
か
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
な
お
、
母
に
つ
い
て
は
「
母
は

O
O氏
」
「
母
は

O
O
が
女
」
な
ど

と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
を
繕
く
と
、
清
和
源
氏
義
家
流
の
松
平
(
三
木
)
重
利
で
は
「
母
は
某
氏
」
「
妻
は
長
塩
又
左

そ
の
子
忠
義
に
つ
い
て
は
「
母
は
正
家
が
女
」
「
妻
は
細
井
佐
次
右
衛
門
勝
茂
が
女
」
と
書
か
れ
て
い
犯

衛
門
正
家
が
妻
」
と
あ
り
、

③
墓
碑

71一一江戸時代の妻の氏

江
戸
時
代
の
夫
婦
の
墓
碑
は
、
個
人
墓
(
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
が
連
立
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
)
あ
る
い
は
夫
婦
墓
で
あ
る
。
こ
の
夫
婦
墓

に
は
法
名
な
ど
が
連
刻
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
二
人
の
氏
名
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。
墓
に
夫
婦
の
氏
名
が
連
刻
さ
れ
て

(
げ
)

い
る
場
合
に
、
妻
の
氏
が
生
家
の
氏
と
な
っ
て
い
る
事
例
が
洞
富
雄
論
文
に
よ
っ
て
、

つ
と
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
隣
村
の
平
松
家
か
ら
洞
家
に
嫁
い
で
き
た
玄
祖
母
「
も
と
」
の
墓
碑
に
は
、
「
平
松
も
と
」
と
生
氏
が
彫
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

ま
の
ヲ
hv

。

(
団
)

大
藤
論
文
に
も
、
茨
城
県
水
戸
市
堀
町
(
近
世
の
堀
村
)
の
事
例
を
分
析
し
た
貴
重
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
夫
が
「
夫
家
の

苗
字
+
名
前
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
妻
の
方
は
生
家
の
氏
を
使
っ
て
「

O
O氏
婦
人
」
「
聾
配
婦
人

O
O氏
」
「
生
家
の
苗
字
+
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写真三

写真四

名
前
」
の
形
式
で
出
自
の
氏
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
農
民
に
あ
っ
て
も
他
家
か
ら
嫁
し
た
女
性
は
出
自
の
氏
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
し
か
し
、
夫
婦
連
刻
で
、
夫
家
の
墓
地
に
墓
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
夫
家
の
先
祖
に
加
え
ら
れ
た
う
え
で
の

(
印
)

出
自
の
氏
の
重
視
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
今
出
川
上
ル
に
あ
る
阿
弥
陀
寺
の
墓
地
の
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
同
寺
は
天
文
年
間
(
一
五
三
二
1
一
五
五
四
)

の
創
建
で
、
織
田
家
と
深
い
縁
が
あ
り
、

天
正
一

O
年
(
一
五
八
二
)
の
本
能
寺
の
変
に
際
し
て
、
織
田
信
長
・
信
忠
父
子
や
家
臣
百
余
名

の
遺
骸
を
埋
葬
し
た
寺
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
写
真
三
と
四
は
同
寺
墓
地
に
あ
る
墓
碑
で
あ
る
。
(
写
真
三
)
に
は

「佐
々
木
将
監
之
妻
亀

子
村
井
氏
墓
」
と
あ
り
、
佐
々
木
将
監
の
妻
で
あ
る
亀
子
の
氏
が
村
井
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
墓
碑
建
立
の
年
月
日
が
不
詳
で
あ

る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
こ
の
墓
碑
名
は
夫
婦
別
氏
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
写
真
四
)
は
夫
婦
の
墓
が
連
立
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
こ
の
藤
原
は
本
氏
で
あ
っ
て
、
苗
字
は
斎
藤
で
あ
る
(
同
家
の
身
分
階
層
は
不



詳
)
。
夫
藤
原
安
行
の
墓
碑
に
は
「
誇
安
行
安
普
二
男
母
藤
井
氏
」
と
あ
る
。
父
の
苗
字
は
斎
藤
、
母
の
苗
字
は
藤
井
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る

夫
婦
別
氏
で
あ
る
。
安
行
の
妻
の
墓
碑
に
は
「
斎
藤
安
行
配
本
多
氏
」
と
彫
ら
れ
て
あ
り
、
夫
婦
別
氏
で
あ
る
。
夫
安
行
は
明
治
三
六
年

(
一
九
O
三
)
、
妻
文
子
は
同
三
五
年
(
一
九
O
二
)
に
死
亡
し
て
い
る
。
墓
碑
の
碑
文
が
こ
の
期
に
刻
ま
れ
た
と
す
る
と
、
あ
る
身
分
階
層

に
と
っ
て
の
夫
婦
別
氏
慣
行
の
根
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(2) 
し
か
し
、
文
書
、
系
図
、
墓
碑
な
ど
に
夫
婦
別
氏
で
示
さ
れ
て
い
て
も
、
こ
の
こ
と
が
女
性
自
身
が
常
に
生
家
の
氏
を
名
乗
っ

て
い
た
こ
と
を
直
ち
に
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
O
O
が
妻
(
女
・
母
こ
な
ど
と
夫
(
父
・
子
)
と
の
関
係
で
自
己
を
表
示
す
る
こ
と

(
却
)

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
明
治
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
民
法
編
纂
過
程
に
お
け
る
法
典
調
査
会
{
明
治
二
八
年
一

O
月
二
一

(
幻
)

日
)
で
、
横
田
国
臣
は
中
国
式
に
碑
銘
が
別
氏
で
あ
っ
て
も
「
果
シ
テ
実
家
ノ
氏
ヲ
何
時
モ
名
乗
ル
カ
疑
ヒ
マ
ス
」
と
す
る
。
梅
謙
次
郎
も
、

歴
史
な
ど
を
漢
文
で
表
す
と
中
国
流
に
「
妻
何
何
氏
」
と
書
く
が
、
こ
れ
は
日
本
の
慣
習
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
日
本
の
慣
習
は
「
妻

ハ
常
ニ
家
族
デ
ア
ル
、
ソ
レ
デ
夫
ノ
家
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
デ
、
何
ノ
某
妻
何
ト
云
フ
方
ガ
日
本
ノ
慣
習
」
「
強
イ
テ
姓
ヲ
言
へ
パ
、
矢
張
夫
ノ

(n) 

姓
ヲ
名
乗
ル
ト
云
フ
方
ガ
慣
習
デ
ア
ル
」
と
し
て
い
る
。
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( 

一一) 

夫
婦
別
氏
の
原
因
|
|
氏
の
父
子
承
継
原
理
・
父
子
関
係
の
有
無
|
|

(
1
)
 
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
夫
婦
別
氏
は
、
①
氏
の
父
子
承
継
と
②
父
子
関
係
の
有
無
に
由
来
す
る
と
考
え
て
い
る
。

①
氏
の
父
子
承
継
原
理

(
イ
)
氏
は
父
か
ら
子
へ
と
父
系
で
承
継
さ
れ
た
。
本
稿
は
こ
の
「
氏
の
父
子
承
継
原
理
」
が
わ
が
国
の
夫
婦
別
氏
の
原
因
の
一
つ
と
解

(
お
}

し
て
い
る
。
女
子
の
氏
も
父
系
に
よ
っ
て
父
の
氏
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
。
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(
ロ
)
律
令
に
基
づ
き
編
製
さ
れ
た
戸
籍
の
氏
は
、
父
系
で
承
継
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
大
宝
二
年
(
七
O
二
)
の
筑
前

(M) 

国
嶋
郡
川
辺
里
戸
籍
を
み
る
と
、
子
の
氏
は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
父
の
氏
を
承
継
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
父
物
部
・
母
葛
野
部
の
子

は
す
べ
て
父
の
氏
・
物
部
を
継
い
で
い
る
(
母
が
妻
で
な
く
妾
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
)
。
ま
た
、
嫡
子
物
部
羊
と
そ
の
先
婦
(
氏
不
詳
)
の

子
の
氏
は
父
氏
の
物
部
で
あ
り
、
嫡
弟
物
部
都
牟
自
の
婦
物
部
牧
太
売
に
は
先
夫
・
卜
部
が
あ
り
、

そ
の
間
の
子
の
氏
は
父
の
氏
ト
部
で

あ
る
。
た
と
え
向
籍
の
戸
主
が
物
部
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
子
の
氏
は
父
氏
の
卜
部
を
名
乗
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
事
例
は
氏
の
父
子
承
継

原
理
を
物
語
っ
て
い
る
。

(
ハ
)
こ
の
氏
の
父
子
承
継
は
平
安
時
代
に
定
着
し
、
以
後
の
氏
承
継
の
原
理
と
な
っ
た
。
氏
の
承
継
に
は
父
子
関
係
の
有
無
が
重
要
と

な
る
。
中
世
と
な
り
、
武
士
の
家
を
表
示
す
る
名
字
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
所
領
の
地
や
居
住
の
地
な
ど
の
所
名
を
名
字
と
し
た
。
は
じ
め

は
所
領
の
移
動
な
ど
に
つ
れ
名
字
を
替
え
て
い
た
。
こ
の
家
名
と
し
て
の
名
字
は
、
後
に
は
世
襲
さ
れ
、
名
字
が
固
定
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
名
字
に
字
音
が
通
じ
、
種
(
た
ね
)
と
か
胤
(
ち
す
じ
)
を
意
味
し
子
孫
を
示
す
苗
の
字
が
当
て
ら
れ
、
苗
字
と
い
わ
れ
た
。
氏

が
父
子
間
で
受
け
継
が
れ
た
よ
う
に
、
名
字
リ
苗
字
も
父
子
で
承
継
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
父
子
関
係
の
有
無

(
イ
)
氏
の
承
継
に
は
父
子
関
係
の
有
無
が
重
要
と
な
る
。
夫
婦
別
氏
は
こ
の
父
子
関
係
の
存
在
が
大
き
く
関
係
し
て
く
る
の
で
、
以
下

に
お
い
て
妻
の
父
子
関
係
に
ふ
れ
る
。
こ
こ
で
は
妻
と
養
女
と
を
対
比
し
て
考
察
す
る
。
妻
も
養
女
も
他
{
永
か
ら
の
入
家
と
い
う
こ
と
で

は
同
じ
で
あ
る
が
、
父
子
関
係
の
有
り
様
に
相
違
が
あ
る
。
夫
の
父
と
親
子
関
係
を
結
ば
な
い
妻
と
、
養
父
と
父
子
関
係
を
結
ぶ
養
女
と

で
は

入
家
し
た
家
の
氏
と
の
関
係
で
異
同
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
妻
も
養
女
も
と
も
に
、
原
則
と
し
て
、
他
{
永
か
ら
あ
る
家
に
入
っ
て
く
る
。
こ
の
点
で
は
両
者
は
同
じ
で
あ
る
。
女
子
は
夫
と
婚

姻
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
入
家
し
妻
と
い
う
地
位
を
得
る
が
、
妻
は
夫
の
父
と
親
子
関
係
を
結
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。
父
子
関
係
は
あ
く
ま
で



も
生
家
の
父
と
の
間
で
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
氏
の
父
子
承
継
原
理
か
ら
、
妻
の
氏
は
夫
の
氏
す
な
わ
ち
夫
家
の
氏
に

は
な
ら
な
い
で
、
妻
は
生
家
の
氏
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
夫
婦
別
氏
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
反
し
て
、
養
女
は
養
家
の
父
と
養
親
子
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
養
家
に
入
り
子
の
地
住
を
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
養
女

は
養
父
と
の
父
子
関
係
に
よ
っ
て
、
養
父
の
氏
す
な
わ
ち
養
家
の
氏
を
称
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
、
え
ば
、
死
亡
し
た
息
子
の
妻
は
娘
と
い

亡
息
子
の
妻
は
直
ち
に
婿
養
子
を
と
れ
ず
、

(
お
)

ら
、
婿
養
子
を
迎
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

い
っ
た
ん
そ
の
妻
を
養
女
と
し
、
子
の
地
位
を
取
得
さ
せ
て
か

う
子
の
地
位
に
な
い
の
で
、

妻
と
養
女
と
の
相
違
の
事
例
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
文
政
一
一
年
(
一
八
二
八
)
一
一
月
四
日
の
本
成
寺
文
書
に
「
養
子
は
養
父
、
女
房

は
夫
同
寺
た
る
べ
く
、
実
家
菩
提
寺
之
旦
那
に
居
置
儀
は
不
相
成
事
」
と
あ
る
。
養
子
と
妻
の
帰
属
が
、
そ
れ
ぞ
れ
養
父
、
夫
と
な
っ
て

(
幻
)

明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
九
月
四
日
左
院
議
案
は
、
「
養
女
ト
妻
ト
ハ
軽
重
ニ
因
テ
権
衡
ヲ
異
ニ
ス
ル
ニ
非

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、

ス
、
養
女
郎
養
子
也
、
養
子
ハ
実
子
ト
同
一
ノ
権
ア
リ
テ
其
家
ヲ
継
嗣
ス
ル
者
也
、
妻
ハ
配
偶
ナ
リ
配
偶
シ
テ
其
夫
ヲ
助
ク
ル
者
ニ
シ
テ

一
己
ヲ
以
テ
其
家
ヲ
継
嗣
ス
ル
者
ニ
非
ス
、
此
原
則
ニ
於
テ
異
ア
ル
所
以
ナ
リ
」
と
、
両
者
の
相
違
を
説
明
し
て
い
る
。
明
治
期
の
も
の

で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
も
当
て
は
ま
る
と
い
え
よ
う
。

(2) 
わ
が
国
お
い
て
は
明
治
民
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、
各
自
が
父
よ
り
承
継
し
た
氏
は
、
婚
姻
し
て
も
変
え
る
こ
と
は
な
く
、
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し
た
が
っ
て
、
夫
婦
は
別
氏
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
わ
が
国
に
は
同
姓
不
婚
の
禁
忌
が
な
か
っ
た
た
め
、
同
氏
の
夫
婦
が
存
在
し
た
。
こ

の
同
氏
夫
婦
は
婚
姻
に
よ
る
改
氏
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
は
た
ま
た
ま
各
自
の
氏
が
同
じ
呼
称
で
あ
っ
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
。

( 

ー) 

夫
婦
別
氏
の
機
能
|
|
出
自
の
腹
の
表
示
・
妻
の
劣
位
の
表
示
|
|

(1) 
江
戸
時
代
の
夫
婦
別
氏
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
期
の
夫
婦
別
氏
に
は
、
①
出
自
の
腹
を
表
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示
す
る
機
能
と
、
②
妻
の
従
属
・
劣
位
を
表
示
す
る
機
能
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

①
出
自
の
腹
の
表
示

(
イ
)
家
禄
が
与
、
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
武
士
の
「
家
」
は
存
続
し
た
。
そ
の
「
家
」
を
継
ぎ
、
忠
勤
を
励
む
の
は
男
で
あ
り
、
武
士
社
会

は
男
中
心
の
世
界
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、

そ
の
男
を
生
む
の
は
女
で
あ
っ
た
。
大
切
な
男
の
子
を
出
生
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は

女
の
存
在
意
義
が
あ
っ
た
。

正
室
の
ほ
か
に
側
室
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
一
妻
多
妾
で
あ
れ
ば
、
子
を
生
む
腹
も
複
数
と
な
る
。
「
腹
は
借
物
、
武
士
の

そ
の
腹
に
格
差
が
つ
け
ら
れ
た
。
家
督
は
「
御
目
見
」
が
済
ん
だ
(
お
)

嫡
出
の
長
男
が
相
続
し
た
。
正
室
に
男
子
が
な
く
、
妾
腹
に
男
の
子
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、
「
追
而
妻
腹
男
子
出
生
候
ハ
ハ
、
次
男
ニ
可
致
」

た
ね
」
と
は
い
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、

子
を
生
む
腹
が
複
数
と
な
れ
ば
、

と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
妾
腹
の
子
と
嫡
出
子
の
聞
に
は
大
き
な
差
別
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
(
庶
出
子
に
嫡
出
子
の
身
分
を
与
え
る
た
め
に
、

嫡
母
の
養
子
の
制
度
が
認
め
ら
れ
た
)
。

こ
の
よ
う
に
、

子
が
ど
の
腹
か
ら
出
生
す
る
か
が
重
要
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
腹
の
出
自
が
大
切
と
な
り
、

そ
の
出
自
の
腹
を
一
不
す

も
の
が
女
の
生
家
の
氏
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
女
が
生
家
の
氏
を
夫
家
で
名
乗
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
。
女
が
婚
姻
し
て
も
夫
・

夫
家
の
氏
に
変
わ
ら
ず
、
生
家
の
氏
を
名
乗
る
と
い
う
前
代
か
ら
の
慣
習
は
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
も
有
用
で
あ
り
、
な
ん
ら
疑
問
も
な

く
自
明
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
、
え
る
。

(

m

)

(仙
川

)

(
ロ
)
夫
婦
別
氏
に
出
自
の
腹
を
表
示
す
る
機
能
が
あ
っ
た
と
す
る
見
解
は
、
前
掲
の
熊
谷
論
文
・
山
中
論
文
を
は
じ
め
多
く
の
論
考
で

と
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
明
治
民
法
編
纂
過
程
に
お
い
て
、
「
法
典
調
査
会
」
の
委
員
で
あ
っ
た
横
田
国
臣
も
「
母

(
氾
)

ハ
何
々
氏
ト
一
五
フ
コ
ト
ヲ
書
タ
ノ
ハ
其
出
所
口
ト
何
処
カ
ラ
来
タ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
為
メ
サ
ウ
ス
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。

②
妻
の
従
属
・
劣
位
の
表
示



(
イ
)
妻
が
生
家
の
氏
を
称
し
た
の
は
、
妻
の
血
統
す
な
わ
ち
出
自
の
「
家
」
を
示
す
た
め
で
あ
っ
て
、
夫
婦
別
氏
は
妻
の
個
人
と
し
て

の
人
格
・
独
立
を
表
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
夫
婦
別
氏
は
、
武
士
の
「
家
」
の
跡
継
ぎ
を
生
む
腹
で
あ
る
妻
の
従
属
的
地
住
を
表
徴
す

(
明
記
)

る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
妻
の
氏
は
妻
の
従
属
的
・
劣
位
的
な
地
位
を
示
す
機
能
を
果
た
し
て
い
た
が
、
そ
の
妻
の

夫
家
に
お
け
る
地
位
に
は
、
次
の
二
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
。

(
I
)
妻
の
血
統
・
出
自
を
重
ん
じ
た
生
家
性
と
、

(
H
)
夫
家
へ
の
帰
属
・
夫

家
で
の
存
在
を
中
心
と
し
た
婚
家
性
と
い
う
こ
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

(I)
生
家
性
(
血
統
性
・
出
自
性
)

血
統
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
妻
は
夫
家
の
血
族
で
な
く
非
血
族
で
あ
る
。
家
族
は
血
族
の
者
で
構

成
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
な
か
に
は
妻
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
(
山
中
論
文
の
妻
を
除
く
「
狭
義
の
家
族
概
念
」
が
当
て
は

歩
A
F
ヲ
h
v
)

。
(
H
)
婚
家
性

妻
の
夫
家
へ
の
帰
属
、
夫
家
で
の
存
在
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
妻
は
夫
家
の
非
血
族
で
は
あ
る
が
、
妻
は
「
厄
介
」

と
は
さ
れ
な
い
で
家
族
の
一
員
で
あ
っ
た
。
当
主
の
兄
弟
姉
妹
、
伯
叔
父
母
、
甥
蛭
の
傍
系
親
族
が
、
た
と
え
血
族
で
あ
っ
て
も
「
厄
介
」

と
さ
れ
た
の
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
『
農
家
重
宝
記
』
も
妻
を
「
家
に
付
く
」
と
す
る
(
山
中
論
文
の
妻
を
含
め
た
「
広
義
の
家
族
概
念
」
が
(
お
)

当
て
は
ま
る
)
。
安
永
九
年
(
一
七
八
O
)
に
「
宗
門
之
儀
者
、
夫
婦
同
宗
ニ
可
相
成
」
「
夫
婦
別
宗
を
不
相
成
、
夫
之
宗
門
ニ
可
相
成
候
」(M) 

と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
複
檀
家
制
が
否
定
さ
れ
一
家
一
寺
制
が
確
立
し
て
く
る
と
、
妻
の
婚
家
へ
の
帰
属
性
が
一
層
明
確
に
な
っ
て
く
る
。
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(
ロ
)
前
述
の
よ
う
に
、
妻
に
は
婚
家
で
の
一
体
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

(
お
)

の
地
位
は
劣
位
で
あ
っ
た
。
「
夫
ニ
順
ひ
候
身
分
」

そ
れ
は
夫
・
夫
家
へ
従
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
夫
家
で
の
妻
(
初
)

「
夫
の
取
計
ニ
可
申
身
分
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
妻
は
夫
に
従
う
義
務
が
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
で
は
、
妻
の
財
産
上
の
権
利
が
低
下
し
、
さ
ら
に
武
士
の
「
家
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
庶
民
の
「
家
」
に
お
い
て
も
家
長
の
支
配

権
が
強
ま
り
、
妻
は
夫
家
の
家
長
権
に
級
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
妻
の
財
産
権
の
低
下
と
家
長
権
の
存
在
に
よ
っ
て
、
妻
の
犬
家
で
の
地

住
は
従
属
・
劣
位
と
な
っ
た
。
こ
の
妻
の
従
属
・
劣
位
の
地
位
を
表
す
も
の
が
、
妻
の
氏
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
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妻
が
夫
家
で
生
家
の
氏
を
称
す
る
こ
と
が
妻
の
従
属
的
地
位
を
表
す
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
夫
家
で
妻
が
生
家
の
氏
を
称
す
る

こ
と
が
妻
の
夫
家
で
の
従
属
的
地
位
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
こ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
妻
の
夫
家
に
お
け
る
地
位
は
、
妻
の
財
産
上
の
権
利
や
家
長
権
の
有
り
様
に
よ
っ
て
、
夫
・
夫
家
に
従
属

し
、
劣
位
の
存
在
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
江
戸
時
代
の
夫
婦
別
氏
が
で
き
た
の
で
は
な
い
が
、
夫
婦
別
氏
は
こ
の
妻
の
夫
・
夫
家
へ
の

従
属
・
劣
位
を
表
象
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
家
長
の
支
配
権
は
庶
民
に
至
る
ま
で
強
ま
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
妻
は
夫
家
の
家

長
の
一
元
的
な
支
配
に
服
し
、
夫
家
へ
従
属
し
た
(
こ
の
意
味
で
は
広
義
の
家
族
概
念
が
あ
て
は
ま
る
)
。

(
2
)
氏
は
武
士
な
ど
の
身
分
的
特
権
と
武
士
の
「
家
」
の
家
格
を
示
す
意
義
が
あ
り
、
男
子
に
と
っ
て
は
意
義
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

犬
家
に
お
い
て
劣
位
に
あ
り
、

ま
た
、
妻
の
活
動
が
家
の
内
部
に
限
定
さ
れ
、
公
的
・
社
会
的
な
役
割
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

妻
に
と
っ
て
は
、
氏
が
出
自
に
基
づ
く
生
家
の
氏
で
あ
ろ
う
と
夫
家
の
氏
で
あ
ろ
う
と
、
あ
ま
り
大
き
な
意
味
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
妻
の
公
的
・
社
会
的
な
対
外
的
活
動
が
な
け
れ
ば
、
妻
の
氏
が
意
識
さ
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で

(
幻
)

ふ
め
ヲ
Q

。

お

わ

り

(
1
)
 
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
妻
の
氏
を
以
下
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
①
江
戸
時
代
の
氏
は
、
武
士
身
分
の
特
権
と
武
士
の
「
家
」

を
表
象
す
る
と
い
う
機
能
が
あ
っ
た
が
(
氏
の
身
分
特
権
性
と
家
名
性
て
そ
の
氏
は
父
か
ら
子
へ
父
系
で
承
継
さ
れ
た
(
氏
の
父
子
承
継
原
理
)
。

氏
の
父
子
承
継
原
理
に
よ
っ
て
、
女
子
も
生
家
の
氏
を
父
か
ら
承
継
し
た
。
②
女
子
は
婚
姻
に
よ
っ
て
夫
家
で
妻
と
い
う
地
位
を
得
る
こ

と
に
な
っ
た
。
女
子
が
夫
家
に
お
い
て
妻
と
い
う
地
位
を
得
て
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
夫
と
の
聞
に
配
偶
関
係
は
生
じ
た
が
、
夫
の
父
と
父

子
関
係
を
結
ぶ
の
で
は
な
か
っ
た
。
父
子
関
係
は
あ
く
ま
で
も
生
家
の
父
と
の
間
に
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
氏
の
父



子
承
継
原
理
か
ら
、
妻
の
氏
は
夫
・
夫
家
の
氏
に
は
な
ら
ず
、
生
家
の
氏
を
称
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
夫
婦
の
氏
は

別
氏
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
2
)
 
江
戸
時
代
の
妻
の
夫
家
に
お
け
る
地
位
に
は

(
イ
)
妻
の
血
統
・
出
自
を
重
ん
ず
る
生
家
性
と
、

(
ロ
)
妻
の
夫
家
へ
の
帰
属
・

夫
家
で
の
存
在
か
ら
み
た
婚
家
性
の
二
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
。
妻
は
夫
家
の
非
血
族
で
は
あ
る
が
、
本
体
の
家
族
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
厄

介
」
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
妻
は
家
に
つ
く
存
在
で
あ
っ
た
(
こ
の
場
合
の
妻
の
地
位
は
婚
家
性
で
あ
る
)
。

(
3
)
 
こ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
妻
の
氏
に
は
、
①
出
自
の
腹
と
、
②
妻
の
従
属
・
劣
位
の
地
位
を
一
示
す
機
能
が
あ
っ
た
。

①
江
戸
時
代
に
は
、

正
室
の
ほ
か
に
側
室
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

一
妻
多
妾
が
認
め
ら
れ
、
子
を
生
む
腹
が
複
数
と
な
れ
ば

そ
の
腹

に
格
差
が
つ
け
ら
れ
た
。
子
は
ど
の
腹
か
ら
出
生
す
る
か
が
重
要
と
な
っ
た
。
腹
の
出
自
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
大
切
な
出
自
の
腹
を
示

す
も
の
が
、
女
の
生
家
の
氏
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
夫
家
で
妻
が
生
家
の
氏
を
称
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

②
妻
が
家
に
つ
く
存
在
で
あ
り
、
妻
は
婚
家
で
の
一
体
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
妻
の
財
産
権
の
低
下
と
家
長
権
の
存
在
に
よ
っ
て
、

妻
の
夫
家
で
の
地
位
は
従
属
・
劣
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
妻
の
従
属
・
劣
位
の
地
位
を
表
徴
す
る
機
能
が
、
妻
の
氏
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
お
)

な
お
、
参
考
ま
で
に
、
庶
民
の
氏
に
ふ
れ
て
結
び
と
し
た
い
。
享
和
一
万
年
の
禁
令
が
一
不
す
よ
う
に
、
庶
民
は
氏
の
公
称
が
原
則

(
4
)
 

と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
例
外
と
し
て
、
庶
民
に
あ
っ
て
も
、
役
儀
や
奇
特
な
行
為
に
よ
っ
て
、
氏
の
公
称
が
領
主
権
力
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か
ら
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
公
称
許
可
の
氏
の
ほ
か
に
、
庶
民
が
勝
手
に
私
称
し
て
い
る
も
の
も
存
在
し
て
い
た
。
こ

れ
ら
私
称
の
氏
は
公
称
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
な
か
に
は
由
緒
が
あ
り
、
共
同
体
内
で
の
家
格
を
表
象
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

庶
民
の
公
称
許
可
の
氏
は
、

そ
れ
自
体
が
公
的
存
在
で
あ
り
、
幕
藩
封
建
体
制
下
の
家
格
・
由
緒
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
つ

て
、
公
称
許
可
の
氏
は
公
的
存
在
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
公
的
に
名
乗
れ
る
の
は
当
主
を
中
心
と
す
る
男
子
で
あ
っ
た
。
公
的
な
活
動

が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
女
性
に
は
、
氏
は
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
妻
の
氏
も
別
氏
で
あ
っ
た
が
、

公
儀
・
公
務
に
関
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わ
り
が
な
か
っ
た
妻
に
と
っ
て
氏
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
「
0
0
女
房
ム
ム
」
「

O
O内
儀
ム
ム
」
の
表
示
で
十
分
で
あ
っ

た。
氏
の
公
称
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
庶
民
は
、
農
民
に
あ
っ
て
は
百
姓
名
が
あ
り
、
町
人
に
は
屋
号
が
あ
っ
た
。
百
姓
名
は
検
地
帳
や
宗

(
鈎
)

旨
人
別
帳
に
記
載
さ
れ
、
公
儀
名
と
し
て
の
公
的
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
名
請
地
は
代
々
相
伝
し
、
耕
作
す
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
、

「
{
永
」
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
「
家
」
の
名
で
あ
る
百
姓
名
が
襲
名
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
代
々
襲
名
さ
れ
て
き
た
通
り
名
は
百
姓
の
「
家
」

(ω) 

の
同
一
性
を
示
す
標
識
で
あ
り
、
こ
の
襲
名
慣
行
は
農
民
に
と
っ
て
は
「
家
名
」
相
続
と
い
え
た
。
農
民
に
は
苗
字
の
公
称
が
許
さ
れ
て

(
H
U
)
 

い
な
か
っ
た
の
で
、
家
名
(
苗
字
)
相
続
の
観
念
は
な
か
っ
た
が
、
通
り
名
襲
名
慣
行
は
そ
の
代
用
で
あ
っ
た
。

こ
の
家
名
と
し
て
の
こ
れ
ら
通
り
名
は
、
女
性
が
当
主
と
な
っ
た
と
き
で
も
、
男
名
前
で
あ
る
そ
の
「
家
」
の
通
り
名
で
、
太
郎
兵
衛

(
必
)

後
家

O
O
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
。
女
当
主
は
公
的
・
社
会
的
の
場
で
、
そ
の
「
家
」
の
正
式
な
代
表
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

(
必
)

た
か
ら
で
あ
る
。

(
5
)
 
明
治
以
降
の
夫
婦
の
氏
に
つ
い
て
は
、
「
夫
婦
の
氏
|
|
明
治
民
法
施
行
前
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
現
代
社
会
と
家
族
法
』
日
本

評
論
社
、

一
九
八
七
年
、
注
(
3
)
に
あ
る
『
家
族
の
法
と
歴
史
』
第
三
章
と
し
て
再
録
)
、
「
夫
婦
別
氏
論
」
(
『
家
族
の
法
と
歴
史
』
第
四
章
)
、
「
選

択
的
夫
婦
別
氏
制
導
入
を
め
ぐ
っ
て
」
(
日
本
生
活
文
化
史
学
会
『
生
活
文
化
史
』
三
三
号
、

一
九
九
八
年
)
、
共
著
『
氏
と
家
族
|
|
氏
(
姓

と
は
何
か
|
|
』
(
「
夫
婦
別
氏
か
夫
婦
別
姓
か
」
「
妻
は
異
姓
の
人
」
「
戦
前
の
「
{
都
合
制
度
と
夫
婦
の
氏
」
「
戦
後
の
民
法
改
正
と
夫
婦
の
氏
」
の
章

を
執
筆
、
大
蔵
省
印
刷
局
、

一
九
九
九
年
)
と
し
て
、
す
で
に
発
表
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
項
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(
1
)

熊
谷
開
作
『
日
本
の
近
代
化
と
「
家
」
制
度
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
七
年
)
一
八
四
頁
以
下
。
な
お
、
同
『
婚
姻
法
成
立
史
序
説
』
(
酒
井
書

底
、
一
九
七
O
年
)
第
三
章
夫
婦
の
氏
、
二
二
頁
以
下
、
同
「
歴
史
の
な
か
の
家
族
法
|
|
婚
姻
を
主
題
と
す
る
|
|
』
(
酒
井
書
庖
、
一
九
六
O
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年
)
第
二
章
夫
婦
の
氏
、
七

O
頁
以
下
、
同
「
家
族
法
(
法
体
制
準
備
期
)
」
(
鵜
飼
信
成
・
福
島
正
夫
・
川
島
武
宣
・
辻
清
明
編
『
講
座
日
本
近
代

法
発
達
史
3
』
勤
草
書
房
・
一
九
五
八
年
・
七
五
1
七
八
頁
)
参
照
。

(
2
)

大
藤
修
『
近
世
農
民
と
家
・
村
・
国
家
|
|
生
活
史
・
社
会
史
の
視
座
か
ら
|
|
』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
)
妻
の
姓
の
問
題
、
一
七
九
頁

以
下
、
な
お
、
同
「
近
世
に
お
け
る
苗
字
と
古
代
的
姓
氏
」
(
黒
木
三
郎
・
村
武
精
一
・
瀬
野
精
一
郎
編
『
シ
リ
ー
ズ
家
族
史
③
家
の
名
・
族
の
名
・

人
の
名
』
三
省
堂
、
一
九
八
八
年
、
八
五
頁
以
下
)
参
照
。

(
3
)

山
中
永
之
佑
『
日
本
近
代
国
家
の
形
成
と
「
家
」
制
度
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
)
二
四
五
頁
以
下
、
山
中
永
之
佑
・
向
井
健
・
利
谷
信
義

「
〔
学
会
動
向
〕
戦
後
に
お
け
る
家
族
法
史
研
究
の
問
題
点
!
ー
そ
の
回
顧
と
展
望
」
(
『
法
制
史
研
究
』
第
二
二
号
、
一
九
六
三
年
、
二

O
一
1
二
O

三
頁
)
、
洞
富
雄
『
庶
民
家
族
の
歴
史
像
』
(
校
倉
書
房
、
一
九
六
六
年
)
一
八
七
頁
以
下
、
神
谷
力
「
妻
の
「
所
生
ノ
氏
」
に
つ
い
て
」
(
『
社
会
科

学
論
集
』
愛
知
教
育
大
学
、
一
九
八

O
年
、
一

j
六
頁
)
、
農
瀬
隆
司
「
明
治
民
法
施
行
前
に
お
け
る
妻
の
法
的
地
位
」
(
『
愛
知
学
院
大
学
論
叢
法

学
研
究
』
第
二
八
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
八
五
年
、
一

i
五
一
頁
)
、
井
戸
田
博
史
『
{
永
族
の
法
と
歴
史
|
|
氏
・
戸
籍
・
祖
先
祭
班

i
i』
(
世
界

思
想
社
、
一
九
九
三
年
)
七

O
頁
以
下
、
同
『
「
家
」
に
探
る
苗
字
と
な
ま
え
』
(
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
)
一
四
三
頁
以
下
。

(
4
)

滝
川
政
次
郎
『
日
本
法
制
史
」
(
角
川
書
唐
、
一
九
五
九
年
)
一
九
四
頁
、
石
井
良
助
「
日
本
法
制
史
概
説
』
(
創
文
社
、
一
九
四
八
年
初
版
、
一
九

七
一
年
改
訂
版
二
八
八
頁
、
大
竹
秀
男
『
「
家
」
と
女
性
の
歴
史
』
(
弘
文
堂
、
一
九
七
七
年
)
一
三
三
頁
、
高
柳
真
三
『
明
治
前
期
家
族
法
の
新
装
』

(
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
)
四
三
六
頁
(
な
お
、
同
『
明
治
家
族
法
史
』
法
学
理
論
編
路
、
日
本
評
論
社
、
四
九
頁
参
照
)
な
ど
。

(5)

山
中
前
掲
書
二
五
四
頁
。

(
6
)

高
柳
前
掲
書
四
三
六
頁
。

(
7
)

山
中
前
掲
書
二
五
七
頁
。

(
8
)

氏
・
姓
・
名
字
・
苗
字
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
意
義
を
異
に
し
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
で
は
そ
れ
ら
は
混
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
江

戸
時
代
に
は
「
苗
字
帯
万
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
苗
字
が
一
般
に
使
わ
れ
た
。
江
戸
時
代
は
、
氏
を
姓
と
も
い
い
、
姓
が
氏
を
表
示
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
苗
字
を
氏
に
当
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
苗
字
は
氏
を
否
定
し
、
改
め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
古
代
的
な
氏
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
武
士
階
級
を
中
心
に
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
井
戸
田
前
掲
室
田
『
「
家
」
に
探
る
苗
字
と
な
ま
え
』
六
七
頁
以
下
参
照
。

(
9
)

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
妻
の
氏
が
す
べ
て
夫
婦
別
氏
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
藤
前

掲
主
国
『
近
世
農
民
と
家
・
村
・
国
家
』
(
一
七
九
頁
)
は
「
近
世
に
お
い
て
妻
が
ど
ち
ら
の
姓
を
称
し
て
い
た
か
を
史
料
的
に
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
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い
の
が
実
情
で
あ
る
」
と
慎
重
論
を
唱
え
、
熊
谷
前
掲
書
『
臼
本
の
近
代
化
と
「
家
」
制
度
』
(
二
二
九
頁
)
も
夫
の
氏
を
名
乗
っ
た
梁
川
紅
蘭
の
幕

末
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

(
M
M
)

た
だ
し
、
婿
養
子
は
養
父
と
親
子
関
係
を
結
び
養
家
の
氏
に
な
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
夫
婦
同
姓
と
な
る
。

(
日
)
角
田
文
衛
『
日
本
の
女
性
名
(
中
)
』
(
教
育
社
、
一
九
八
七
年
)
一
八

O
頁。

(
ロ
)
「
柳
営
婦
女
伝
一
一
」
(
『
徳
川
諸
家
系
譜
第
一
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
四
年
、
二
一
八
頁
以
下
)
。

(
日
)
家
光
の
側
室
・
於
万
之
方
(
六
条
宰
相
藤
原
有
純
の
娘
)
の
縁
故
に
よ
っ
て
奥
勤
め
を
し
、
綱
吉
を
生
ん
だ
と
の
説
が
あ
る
(
前
掲
書
『
徳
川
諸
家

系
譜
第
こ
四
五
頁
}
。

(M)

大
藤
前
掲
書
一
八

O
頁
、
な
お
、
『
徳
川
実
記
四
五
』
の
元
禄
一
五
年
三
月
九
日
の
項
参
照
。

(
日
)
大
藤
前
掲
書
一
八
五
頁
。

(
日
)
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
第
こ
(
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
年
)
二
三
頁
。

(
ロ
)
洞
前
掲
書
一
九

O
頁
、
な
お
、
同
「
明
治
民
法
施
行
以
前
に
お
け
る
妻
の
姓
」
(
『
日
本
歴
史
』
第
一
三
七
号
、
六
二
頁
)
参
照
、
大
藤
前
掲
書
一

八
一
頁
。

(
四
)
大
藤
前
掲
書
一
八
一

l

一
八
五
真
。

(
悶
)
大
藤
前
掲
書
一
八
五
頁
。

(
初
)
大
藤
前
掲
書
一
八
五
l
一
八
六
頁
。

(
幻
)
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
五
』
(
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
5
、
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
四
年
)
明
治
二
八
年
一

O
月
一
一
一
日
の
第

一
二
七
回
記
録
、
五
九
四
頁
。
な
お
、
洞
前
掲
室
田
一
九

O
頁
で
、
こ
の
説
を
法
律
家
の
誤
判
の
よ
う
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

(
幻
)
梅
謙
次
郎
『
民
法
講
義
』
(
有
斐
閣
書
房
、
一
九

O
一
年
)
一
一
一

l

一
一
一
一
頁
。
な
お
、
前
掲
書
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
』
二
七

一
l
二
七
七
頁
、
井
戸
田
前
掲
書
『
家
族
の
法
と
歴
史
1
1
1
氏
・
戸
籍
・
祖
先
祭
把
|
|
』
八
七
1
八
八
頁
参
照
。

(
お
)
氏
の
父
子
承
継
原
理
は
、
大
化
元
年
(
六
四
五
)
八
月
庚
子
条
の
「
男
女
之
法
」
に
あ
る
良
人
法
「
良
男
良
女
共
所
生
子
、
配
某
父
」
の
父
系
主

義
に
淵
源
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
子
は
父
の
氏
を
称
し
た
。
律
令
制
下
で
は
、
ウ
ジ
名
と
狭
義
の
カ
パ
ネ
を
総
称
し
て
「
姓
」
と
も
表
示

し
た
が
、
こ
の
「
姓
」
は
父
か
ら
子
に
承
継
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
(
大
竹
前
掲
書
四
三
頁
、
吉
田
孝
「
古
代
社
会
に
お
け
る
「
ウ
ジ
」
」
「
日

本
の
社
会
史
』
六
巻
・
岩
波
書
底
・
一
九
八
八
年
・
五
四
1
五
五
頁
、
瀬
野
精
一
郎
「
日
本
に
お
け
る
「
氏
」
の
残
浮
」
前
掲
書
『
シ
リ
ー
ズ
家
族
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史
③
家
の
名
・
族
の
名
・
人
の
名
』
二
八
九
頁
、
関
口
裕
子
「
日
本
古
代
家
族
の
規
定
的
血
縁
紐
帯
に
つ
い
て
」
『
古
代
史
論
叢
中
巻
』
吉
川
弘
文

館
・
一
九
七
八
年
・
四
六
五
頁
)
。

(
M
)

『
大
日
本
古
文
書
巻
之
一
」
(
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
O
一
年
初
版
、
一
九
七
七
年
覆
刻
版
)
一

O
七
i
一
O
八
頁
。

(
お
)
文
化
八
年
(
一
八
一
一
)
六
月
の
大
目
付
伊
藤
河
内
守
へ
の
問
A
口
付
札
に
「
嫡
子
死
去
後
、
搬
を
養
女
ニ
不
致
、
製
養
子
相
願
候
義
は
、
御
家
ニ

無
之
儀
-
一
付
、
難
及
挨
拶
候
」
と
あ
る
(
中
田
薫
『
法
制
史
論
集
』
第
一
巻
・
岩
波
書
底
・
一
九
二
六
年
初
版
・
一
九
七

O
年
版
・
四
O
四
頁
、
高

柳
真
三
「
徳
川
時
代
の
封
建
法
に
お
け
る
親
類
の
構
成
と
意
義
」
石
井
良
助
編
『
中
国
先
生
還
暦
祝
賀
法
制
史
論
集
』
岩
波
書
底
・
一
九
三
七
年
・

一
O
六
l

一
O
七
頁
、
大
竹
前
掲
書
二
二
一
頁
)
。

(
お
)
長
谷
川
正
観
『
宗
教
法
概
論
』
(
有
信
堂
、
一
九
五
六
年
)
一
三

O
頁
、
高
木
宏
夫
「
宗
教
法
(
法
体
制
準
備
期
)
」
(
鵜
飼
信
成
・
福
島
正
夫
・
川

島
武
宜
・
辻
清
明
編
「
謹
隅
座
日
本
近
代
法
発
達
史
7
』
勤
草
書
房
、
一
九
五
九
年
、
二
五
頁
)
、
竹
田
聴
洲
『
日
本
人
の
「
家
」
と
宗
教
』
(
評
論
社
、

一
九
七
六
年
)
一
二
四
l

一
二
五
一
員
。

(
幻
)
虞
瀬
隆
司
前
掲
論
文
二
ハ
頁
。

(
お
)
前
掲
書
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
四
、
二
六
六
頁
、
二
三
一
二
一
一
号
。
大
竹
論
文
は
「
嫡
出
男
子
の
出
生
を
解
除
条
件
」
と
す
る
(
「
講
座
家
族

5

相
続
と
継
承
』
弘
文
堂
、
一
九
七
四
年
、
二
九
頁
)
。

(
m
U
)

熊
谷
開
作
前
掲
主
目
『
日
本
の
近
代
化
と
「
家
」
制
度
』
一
八
八
1
一
八
九
頁
。

(ω)
山
中
永
之
佑
前
掲
室
田
「
日
本
近
代
国
家
の
形
成
と
「
家
」
制
度
』
一
一
五
六
1
二
五
七
頁
。

(
担
)
前
掲
書
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
五
』
五
九
四
頁
。

(
m
M
)

山
中
前
掲
書
『
日
本
近
代
国
家
の
形
成
と
「
家
」
制
度
」
二
五
七
頁
。

(
お
)
荒
井
顕
道
編
『
牧
民
金
鑑
』
下
巻
(
万
江
書
院
、
一
九
六
九
年
)
一
八
O
頁。

(
斜
)
大
竹
秀
男
前
掲
書
二
二
三
頁
、
薮
田
貫
『
女
性
史
と
し
て
の
近
世
』
(
校
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
)
一
一
一
一
一
頁
、
圭
室
文
雄
『
江
戸
幕
府
の
宗
教
統

制
』
(
評
論
社
、
一
九
七
一
年
)
二

O
九
頁
以
下
。

(
お
)
司
法
省
調
査
部
「
御
仕
置
例
類
集
第
一
輯
古
類
集
四
』
(
司
法
資
料
別
冊
第
一
二
号
、
一
九
四
三
一
年
)
一
九
九
頁
。

(
お
)
大
竹
秀
男
前
掲
書
一
三
四
頁
。

(
幻
)
熊
谷
開
作
前
掲
書
『
日
本
の
近
代
化
と
「
家
」
制
度
』
一
八
七
頁
、
大
藤
前
掲
書
一
七
九
頁
。
な
お
、
虞
瀬
隆
司
前
掲
論
文
(
一
五
頁
)
は
明
治
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民
法
施
行
前
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
庶
民
で
は
旧
士
族
階
級
な
ど
ほ
ど
に
氏
は
意
識
さ
れ
ず
、
妻
の
氏
は
そ
れ
以
上
に
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
、

指
摘
し
て
い
る
。

(
お
)
享
和
元
年
(
一
八

O
二
七
月
一
九
日
の
禁
令
に
よ
れ
ば
、

百
姓
町
人
苗
字
帯
万
之
儀
ニ
付
御
触
室
田

松
平
伊
豆
守
殿
御
渡

百
姓
町
人
苗
字
相
名
乗
致
帯
万
候
儀
、
其
所
之
領
主
地
頭
よ
り
差
免
候
儀
ハ
格
別
、
用
向
等
相
達
候
注
、
御
料
所
ハ
勿
論
、
地
頭
之
者
よ
り
狼
-
一

苗
字
を
相
名
乗
ら
せ
帯
万
致
さ
せ
候
儀
ハ
有
之
間
敷
事
一
一
候
閥
、
堅
可
為
無
用
候
。

右
之
通
可
被
相
触
候

(
法
制
史
学
会
編
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
五
、
創
文
社
、
一
九
五
九
年
、
一
九
O
頁)。

(
ぬ
)
大
藤
前
掲
書
六
三
頁
。

(
紛
)
大
藤
前
掲
書
第
二
部
第
一
章
第
二
節
。

(
H
U
)

石
井
良
助
『
長
子
相
続
制
』
(
法
学
理
論
編
制
、
日
本
評
論
社
、
一
九
五

O
年
)
一

O
一
頁
、
豊
田
武
『
苗
字
の
歴
史
』
(
中
央
公
論
社
、
一
九
七

一
年
)
一
三
九
頁
。

(
必
)
大
藤
前
掲
書
八
三
頁
、
二
五
一
二
頁
。
大
竹
前
掲
書
二

O
六
頁
。

(
必
)
大
坂
三
郷
で
、
寡
婦
や
娘
に
よ
る
「
家
」
相
続
す
な
わ
ち
「
女
名
前
」
の
制
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
「
女
名
前
之
分
」
は
毎
月
改
め
ら

れ
、
適
当
な
男
に
「
早
速
切
替
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
み
て
も
女
性
の
公
的
・
社
会
的
活
動
が
制
約
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
(
中
埜
喜
雄
「
近
世
大
坂
町
人
相
続
法
』
嵯
峨
野
書
院
・
一
九
七
六
年
・
二
一

l
二
五
頁
・
二
九
O
頁
・
二
九
一
頁
、
「
大
阪
市
史
第
三
巻
』

清
文
堂
・
一
九
一
一
年
初
版
・
一
九
七
九
年
復
刻
版
・
二
八
一
頁
、
長
野
ひ
ろ
子
「
幕
藩
法
と
女
性
」
『
日
本
女
性
史
第
三
巻
近
世
』
東
京
大
学
出

版
会
・
一
九
八
二
年
・
一
七
0
1
一
七
一
頁
)
。


